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問題 

 

※ うｐ主が手計算で解いたものです。どうせ間違いだらけだろうと思いますが、おかしな

ところがあれば、各自で修正してくださいな(´・ω・｀) 

明らかな間違いを発見された方は、wikiのコメント欄に書き込んでくだされば、皆さん

のためになると思いますので、是非そうしてください。 

 

1, ))(())()(()( 1321 nn axaxaxaxaxxf    )( 1321 nn aaaaa  

とおけば、 )1( n 次の代数方程式： 0)(' xf は、各区間 ),( 21 aa , ),( 32 aa ,, ),( 1 nn aa  に

1個ずつ解を持つことをロールの定理を適用して証明せよ。 

ロールの定理： 

)(xf は  ba, で連続、 ),( ba で微分可能で、 

0)()(  bfaf  

と仮定すれば、 

0)(' cf  )( bca   

を満たすcが存在する。 

 

＜証明＞ 

区間 ),( 21 aa において、ロールの定理を適用すると、 0)()( 21  afaf であるから、 

0)(' 12 cf  )( 2121 aca   を満たす 12c が存在する。 

また、区間 ),( 21 aa において、 0)( xf をみたす xは存在しないから、 

区間 ),( 21 aa では、 0)(' xf の解は 12c のみである。 

区間 ),( 32 aa において、ロールの定理を適用すると、 0)()( 32  afaf であるから、 

0)(' 23 cf  )( 3232 aca   を満たす 23c が存在する。 

また、区間 ),( 32 aa において、 0)( xf をみたす xは存在しないから、 

区間 ),( 32 aa では、 0)(' xf の解は 23c のみである。 

 



同様に、これを各区間 ),( 43 aa ,, ),( 1 nn aa  で適用すればよい。 

 

 

2, つぎの )(xf について、示された区間で、以下の平均値の定理を適用した場合のcの値

を求めよ ： 
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＜証明＞ 

)(xf を微分すると、 
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)10(  c
  をみたすcが存在する。

 

)1)(1(2)1( 22 ccc 
         10  c   01 2  c

 

242 2221 ccc   

01 4 24  cc  

54 4 24  cc
 

5)2( 22 c  

522 c
 



522 c
 

02 c より、 522 c は不適。
 

522 c
 

52c
 

※ この二重根号は外せない。 

（参照） 

二重根号のはずしかた 
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3,(1) 
3)( xxf  について、以下の平均値の定理（ 0a と仮定）を適用した場合の の値

を求めよ。 

平均値の定理： 

)(xf は  haa , で連続で、 ),( haa  で微分可能ならば、 

)(')()( hahfafhaf   

をみたす )1,0( が存在する。 

(2) (1)で求めたについて、 
0

lim
h

を求めよ。 
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)(xf について、平均値の定理を適用すると、 
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233 )(3)( hahaha   をみたす )1,0(
 
が存在する。 

)2(333 22233223 hhaahahahhaa    



322233223 36333 hhahaahahhaa    

32232 363 hhahah    

haa 0 であるから、 0h が言える。両辺を
33h で割ると 
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4, つぎの不定形の極限値を求めよ ： 
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<ロピタルの定理> 

分子 分母 より、ロピタルの定理を用いると 
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<微分の定義式> 
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<置換・式変形> 
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<ロピタルの定理> 
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5, つぎの不定形の極限値を求めよ ： 
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<ロピタルの定理> 

分子 分母 より、ロピタルの定理を用いると 
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分子 分母 より、ロピタルの定理を用いると 
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<ロピタルの定理> 

分子 分母 より、ロピタルの定理を用いると 
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6, つぎの不定形の極限値を求めよ ： 
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8, 0ka   nk ,,3,2,1  のとき、つぎの極限値を求めよ ： 
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9, つぎの関数は、 で連続であるか。また、微分可能であるか。： 











0

)(
2

1

xexf
 )0(

)0(





x

x




 

 

0x で連続かどうか確かめるため、最大値 0x を付近における左極限と右極限を計算す

る
 

0lim)(lim
2

1

00
 




eexf x

xx
 

0lim)(lim
2

1

00
 




eexf x

xx
 

0)(lim)0()(lim
00




xffxf
xx

であるから、 で連続。
 

 

次に、 において微分可能であるか判定するために、 における微分係数 )0('f の

存在を調べる。
 

0

)0()0(
lim)0('

0 




 h

fhf
f

h
 

h

fhf

h

)0()(
lim

0





 

h

e h

h

0
lim

2

1

0






  h

e h

h

2

1

0
lim






 

t
h


2

1
とおくと、 0h   t  

※ t
h


1
とおくと、 0h   t であるから場合分けが必要になり、面倒となる。 

tt

t

t e

t
etf






 limlim)0('

 

(lim
t
分子 (lim)




t
分母 ) より、ロピタルの定理を用いると 

0
2

1
lim

2

1

limlim)0(' 










 tttttt ete

t

e
dt

d

t
dt

d

f
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10, ba  のとき 
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の解は、すべてaとbでの間にあって、たがいに異なることをロールの定理を適用して証明

せよ。 
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0k のとき、解は ax  、 bx  で互いに異なり、 



1k のとき、解は ax  、 bx  と 0)(1 xg の解となるが、(＊)より、 0)(1 xg の解を 1c

とおくと、 bca  1 より、互いに異なる。 
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